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  ・面の形成 と、 
  ・注意による面の選択 について研究を進めた。 
具体的には： 
 (1) 局所図方向の群化による大域的面の形成モデルを提案した。  
 (2) 知覚される面の形成が輪郭の同期に依存することを心理物理学的に明らかにした。 
 (3) 空間にむける注意による図知覚の変調・領域の選択を心理物理学的に明らかにした。 
平成２２年度は、さらに研究を進め、 
  ・注意による物体の選択 について研究を進める。 
具体的には： 









































 (Lee, et al, Nat. Neurosci, 1999; Reynolds & Chelazzi, Ann. Rev. Neurosci 2004)。 
・特徴に基づいた注意によってV2図方向細胞が変調される 























































































































































































































































 Familiar object (FO)は，主観によって「見るもの」を変える手掛かりとなる。たとえば，人の
形は複雑な光景の中でも「注意」を引く。ここでは，FO が写り込んだ自然画像を刺激に混ぜ









































Robust detection of medial-axis by onset synchronization of border-ownership selective cells and shape  
reconstruction from its medial-axis. 
Y. Hatori and K. Sakai (2009) 
Proceedings of International Conference on Neural Information Processing (ICONIP) 2008  
Lecture Note in Computer Science, Vol.5506, 301-309   
 
Priority of depth over motion in ambiguous  binocular perception. 
K. Sakai, M. Ogiya and Y. Hirai  
[in submission] 
 
Consistent and robust determination of border ownership based on asymmetric surrounding contrast. 

























「計算 視覚」「vision science」などと検索）。 
 
 
